
まちネット緑 2023年 3月定例会議事録 
 

日時・場所：2023年 3月 1日（水）16:00～18:00みどりーむ大会議室 

出 席 者：池田、片山、黒沢、佐々木、田中、樋口 

欠 席 者：岡部、篠崎、中島、長嶋、早川、満井、森、吉開、鷲山 

 

配布資料：①2023 年 3 月定例会議題 ②1 月 22 日防災イベント（神奈川建築士会）報告会＆予

告会（令和 5年度スキルアップ講座）案内チラシ ③2023-3月美六会第一回例会案内チ

ラシ ④まちネットニュース第 13号 DRAFT ⑤ACCELプログラムの概要 ⑥「広報よこは

ま」3月号  

回覧：東京都慰霊協会からの返礼品（2022年 12月まちネットからの寄付に対して） 

 

1. イベント関係 

◎みどりーむまつり（3月 4日～5日）＆消防署見学（3月 5日 AM 10:00～） 

  ＊みどりーむまつり設営準備（3日 PM）、パネル展示：佐々木さん 

  ＊消防署見学は定員（親子 20組）の４倍近くの応募があり、抽選で参加者を選んだ。 

   みどりーむ外側にテントを張り、そこで受付（雨天の場合は館内） 

   →受付および、消防署への引率への協力をお願いする。 

◎1月 22日防災イベント（神奈川県建築士会）報告会＆予告会 資料-② 

  3月 16日（木） 18:00～19:30 オンライン 

 

2. 「まちネットニュース第 13号」の確認 

＊イベントの実施日が 2022～2023年にまたがっているので、実施日の前に 2022 or 2023年

を入れた方が良い。 

＊西暦と元号を併記する:： 発行日は、2023(令和 5)年 3月 31日 

＊まちネット勉強会のレポートを、だるま HP（会員レポート）に掲載していることを記載する。 

＊わいわい広っぱの 2月定例会は、だるま HPに載せたらどうか？ 

  →講師は萩原さんではなく、荻原さん。 

＊みどりーむまつりの日程が間違っている（3月 3日・4日 → 3月 4日・5日） 

＊西区の交流会実施日は、9/17ではなく 9月 17日 

＊思い出のベンチの説明（両国横網町公園→墨田区横網町公園） 

＊黒沢さんが制作した記念の「木の輪切り」写真を載せたらどうか。 

 

3．東京都慰霊協会からの返礼品（2022年 12月まちネットからの寄付に対して）の紹介 

  ＊レイレイ（慰霊堂に飾ってある妖怪）のクラフトキット 

  ＊メモ用紙 ＊封筒 

   

４. ACCEL(先端研究の社会実装)について（池田さんによる話題提供） 

  「イノベーション（技術革新）思考の基礎研究」を行っている技術者と、社会・企業を PM（プログ

ラムマネージャー）が結び付け、社会的・経済的価値の創造を実現するための仕組み。 

  →放送大学を聞いているが、興味深い題材なので提供する。 



技術例の紹介： 

＊トライポロジー（摩擦学）の知見を利用して、ポリマーブラシ（紐状の高分子を材料表面に

密集させ、歯ブラシのような構造にした分子構造。厚みは 10万分の 1 ミリ；100nm前後）

の膜として材料表面を覆う。→自動走行車のロス削減・音の振動低減等 

 ＊ダイヤモンド電極（ダイヤモンドにホウ素をＤｏｐｅ）を用いた新規電気化学センサー 

   →塩素濃度の検出や排水処理等 

 ◎科学技術が発達するのは良いことだが、使い方を間違える（クローン技術の悪用や、ＡＩに 

よる殺人兵器等）と人類を破滅に向かわせる。 

 

5. 広報よこはま」3月号から 

  表紙：3月 18日 相鉄・東急直通が開業 

→直通が増えると、１か所で事故があった時に影響が広範囲に及ぶ副作用もある 

5面：災害時の水について 

→飲み水の事しか書かれていない。生活用水（200L/日）については気にしていない？ 

→戸建ての場合には、水道から家に水を引き入れる途中にバッファータンクを設ければ、ライフ 

ラインが止まった場合でも、影響を小さく出来る。 

  6-7面：避難所についての記載があるが、横浜では地震の場合には、学校は「地域防災拠点」

と表示されていて、一般の人には分かりにくい。 

・地域防災拠点は地震の時にのみ開設され、風水害は別扱い（複合災害は考慮せず） 

・地域防災拠点は、備蓄品や防災資機材がある。 

・学校以外の施設も、前もって協定を結び避難所として使うことが出来る（行政は関与せず）。 

8面：緑区の期日前投票所（2 ヶ所） 

    緑区役所 1F(8:30～) 長津田消防出張所（9:30～） 利用時間が異なるので注意。 

 

6. フリーディスカッション 

 ◎空き家が放置されたままになっているが、避難所として利用する仕組みが必要ではないか。 

  （対ミサイルのシェルターとしても改築？） 

  →江戸川では、水害時の避難所はなく（全て水没するから）、避難先は個人の判断任せ。 

  →空き家は使用せず放置しておくと朽ち果てて危険。 

 ◎日本の道路標識は国際標準ではない。 

   例 一方通行の時間規制 

     →日本は直進の矢印のみ。海外では右左折に Xが付いている。 

 

 

次回の定例会： 

2023年 4月 5日（水） 16:00～18:00 みどりーむ大会議室 

     

以上                                                       


